
 

 

 

 

 

 

  

       

 

  病棟の新人振り返り＆MSS   お題：仕事でやりきった！と思ったこと！ 
☆終末期の方の在宅調整をして一泊だったが退院できた。後日、お孫さんが来院し笑顔で写った家族写真を見せてくれた。 

☆術後出血を早期発見することができた。☆一年目最後のフォローアップ研修が一番楽しみ！ 

☆患者さんの状態変化に気付くことができ、ご家族に連絡することができた。 7月～5人受け持ちになり、時間内に終業できた！ 

 患者さんの笑顔が見られること、楽な姿勢はどんな姿勢かなど考えることができた！ 

☆瘻孔からの滲出液が原因で匂いが気になり家族に会いたく

ないと言っていた患者さんに匂いがなくなるよう工夫するこ

とができ、患者さんから「家族に会いたい」と言ってくれた！☆パスの説明ができるよう

になった。☆日勤で 10人受け持ち、インシデントなく終わったこと！ 

 チューターの振り返りを MSSで！  

❄化学療法をはじめとする治療、輸血などを安全・確実に実施できるために、きめ細やかな 

  教育を行っている通院治療センター。（新人ではないですが）異動してこられた看護師一人 

  一人に合わせた支援を！とチューターシップを取り入れて 4ヶ月。 

  7月にチューターと教育係が振り返りを行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

ふたば通信は、看護部やりがい向上プロジェクト：認め合い・支え合い・成長する(MSS）      

    プロジェクトをもとに、新人看護師の成長を応援する通信です。 

 

ふたばマークは葉をふやし花を  

 咲かせる新人看護師のしるし 
師長をはじめ、パワフルで

面白い先輩方の成功体験

を聞き、新人看護師も笑顔

があふれる会でした💖 

 

☆気持ちを聞いてもらって、共有できました。 認めてもらえた！！ 

☆自分が行っている業務を振り返って、「以外に自分やってるな！」と思えました。 

☆皆と話し合えて、とても楽しかったです。明日から頑張ろうと思いました。  などなど… 

通院治療センタースタッフは、外来-病棟-通院治療 

センターと治療の場が変化しても質の高いがん看護を継続して

提供するための鋭いアンテナを持っています！そのアンテナ

は、スタッフ間で「日々アセスメントする内容を共有する」「カ

ンファレンスで看護を語る」中で自然と高まっていると共有し

ました！！ 

どんなポーズにする  イエーイ   

ふたば通信は、新人看護師が配置されていない部署の 

スタッフも含めて、チームメンバーとなる看護師を育み、 

共に成長する皆さんに寄り添います。  
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